次期デジタルリポジトリシステムに向けたCOARの活動と日本の役割 by 山地 一禎
２０１６年オープンアクセス週間‘Open in Action’ワークショップ
次期デジタルリポジトリシステムに向けた
COARの活動と日本の役割
国立情報学研究所 山地一禎
（於）富山大学 2016年10月28日
次期デジタルリポジトリシステム
 国内
 オープンサイエンス
 海外
 COAR Next Generation Repositories WG
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オープンサイエンスと研究データの管理
 オープンサイエンス
 論⽂だけではなく研究データもオープンにして、研究の公正性や成果の
再利⽤性を⾼めようとする、新しいサイエンスの進め⽅。
 研究データを、
 公開しなければならないのは研究者の責任。
 保全する環境を整備するのは研究機関の責任。
 流通させるサポートをするのは図書館の責任。
 研究助成団体
 JST：OAを推奨するポリシー → 義務化＋研究データについても⾔及するポリ
シーへの変更を検討。
 JSPS：OAなどのポリシーについて検討を開始。
 AMED：データシェアリングポリシー（義務化）の施⾏。
 ⽂部科学省、学術会議
 研究不正対策のために研究資料の10年間の保存を原則。
 データ・バックアップ⽤サーバーの提供などインフラ整備は機関の責任。
（ICSU-IAP-ISSC-TWAS working group, Open Data in Big Data World, 2015年12月 より改変）
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研究で利用されるツールやサービス
http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1286826
⼤学業績DB？NII/大学
公開 ⾮公開 公開 ⾮公開
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研究データ基盤
データ検索基盤
データ公開基盤
研究データ管理基盤
DOI
海外
研究データ
公開基盤
との連携
メタデータ管理
● 論文・研究データ関連付け名寄せ機能
● 研究者・研究プロジェクト成果管理機能
● 海外ディスカバリサービス連携機能
研究データ管理 ユーザインタフェース
アクセスコントロール メタデータ管理
成果論文
研究データ
機関向け研究データ管理
HotStorage HotStorage HotStorage
ColdStorage ColdStorage ColdStorage
実験データ 成果論文
データ登録者
蓄積実験・保存
検索・利用
データ利用者
● 学術ネットワークへの高速アクセス機能
● 認証連携対応データ共有機能
● クラウド活用高効率データ保存機能
● 研究デ ター向け高速・簡便セルフアーカイブ機能
● バージョン管理・自動パッケージング機能
● デ ター提供先に応じたプライバシ情報匿名化機能
研究データ用リポジトリ
非公開 共有 公開
データ管理基盤
再利用 メタデータ収集
分野
リポジトリ
長期保存対応ストレージ領域
データの流れ
利用の流れ
ディスカバリーサービス
for Data
for Data？
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データ管理基盤
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データ管理基盤アーキテクチャー
• 分野ごとに異なる機能をadd-on
として開発・組み込み可能
• メタデータ管理機能や公開基盤との
連携機能もadd-onとして機能提供
フロントエンド／UI
アクセスコントロール
バージョン管理
コア機能 アドオン管理
HotStorage ColdStorage
管理⽤DB API
クラウドストレージ
S3, Dropbox, BOX,… 
学認の属性に対応した認可機構
仮想組織（VO）を構成可能
異なるストレージサービスや他の
外部サービスを統⼀UIから利⽤可能
機関が⽤意したスト
レージを接続可能
Mendeley, figshare, GitHub, 
Zotero, Dataverse, …
JAIRO Cloudにも対応
バックエンド抽象化
アーカイビング
個⼈あるいはプロジェクト単位（含ラボでの利⽤）で、
研究データを管理・共有するための基盤
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研究データ基盤の特徴
or
機関・分野別
リポジトリ 既存のDB
論⽂ データ データ
データ管理基盤
データ公開基盤
データ検索基盤
【既存】通常の研究データベース整備事業は、公開
準備が整った研究データを公開するPFを提供。
【新規】データ管理基盤は、研究データの⽇々の管
理や公開が容易にできる汎⽤的な機能を提供。個⼈
やラボ、共同研究者間でのクローズドな研究データ
管理が主⽬的。既存のDBが存在する分野の研究者に
とっても有⽤な基盤。
【既存】通常の研究データベース整備事業は、特定
の分野の研究コミュニティを対象に設計。
【新規】データ公開基盤は、研究データ公開のため
の汎⽤的なリポジトリとして整備。⼤学や研究所機
関や、新しい分野における利⽤を対象。既存のDBか
らの移⾏も可能な柔軟性を実現。オープンサイエン
スの裾野を広げるために必須な基盤。
【既存】これまでにも既存のDBを横断的に検索でき
るサービスは存在したが、特定の分野を対象。
【新規】データ検索基盤は、分野を超越した研究
データの検索サービス。論⽂や研究者、研究プロ
ジェクトとの関連情報も対象。国際的な研究データ
検索基盤とも連携し、国や分野を問わない研究デー
タの発⾒とアクセスを実現。
新規
新規
新規
海外
8
一般的な研究データ
ライフサイクルと研究データ基盤との関係
(英国Jisc版)
検索基盤
公開基盤
管理基盤
Phase1
プロジェクト開始（申請）
メンバー管理
基盤の初期設定
Phase2
研究データの管理
他のツールとのデータ連携Phase3 
論⽂執筆・付随データの整理
公開基盤への登録
公開基盤群の
情報を集約
検索可能
機関/分野/
FA（Funding Agency）
リポジトリ
各実験装置など
管理基盤
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Phase1 管理基盤によるプロジェクト開始
－研究過程におけるデータ管理基盤の使い方の例 －
VO管理基盤
研究プロジェクト
A⼤学所属
MLサービス
ファイル転送サービス
Wikiサービス
スケジュール調整サービス
データ管理基盤以外の
他のサービスとも連携
B⼤学所属
データ管理基盤
プロジェクト領域の作成
Hot
Storage
Cold
Storage
情報基盤センター
クラウドストレージ等の
契約・提供
1. プロジェクトの発案
2. 初期メンバーでVOを作成
3. ML等で初期的な議論
4. メンバーの拡充
5. 申請書類等の共有
6. DMPの作成
7. 申請書類の完成
8. ヒアリング資料等の共有
9. プロジェクト開始
※外部資⾦プロジェクトだけでは
なく、ラボの管理にも活⽤可能
管理基盤上で
プロジェクト領域を作成
応募
採択
個⼈で利⽤
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Phase2 管理基盤によるデータの管理
－研究過程におけるデータ管理基盤の使い方の例 －
各種クラウドタイプのストレージ接続だけでなく、外部の⽂献
管 理 ツ ー ル （ Mendeley ） や ソ ー ス コ ー ド リ ポ ジ ト リ
（ GitHub ） 、 デ ー タ 解 析 環 境 （ R ） や そ の ノ ー ト ツ ー ル
（Jupyter Notebook）などとも連携し研究者の利便性を向上
• 共同研究者間でオリジナルデータからの派⽣データや差分デー
タを体系的に管理
• データや処理⽅法に関するアノテーションやメタデータを管理
• ホットストレージとコールドストレージを使い分ける機能によ
り肥⼤化するストレージ領域を効率的に管理
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Phase3 論文執筆・付随データの公開
― 研究過程におけるデータ管理基盤の使い方の例 ―
1. 論⽂原稿のバージョン管理
2. Mendeley等の外部ツール（add-on）
を利⽤し引⽤情報等の管理
3. 論⽂と紐づく根拠データの管理・整理
4. 図表等の管理
5. 査読の返事を編集・共有
6. FAのポリシーに応じて公開基盤に登録
7. 出版社のOAポリシー、DMP等に従い
論⽂・付随データを公開基盤に登録
8. 図書館員やキュレータによる統制語の
付与、メタデータ記法の標準化
9. DOIの付与
※OAの⼿段や査読⽅法により⼿順は異なる
投稿
採録
公開
and
or
機関リポジトリ 分野/FAリポジトリ
論⽂ データ データ
• 条件に応じたエンバーゴを設定
• ⾮公開データはメタデータのみを登録
• ⾮公開実データは管理基盤上でフリーズ
公開・⾮公開例
データ管理基盤
公開基盤
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データ管理基盤 V.S. データ公開基盤
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研究者
 メタデータ管理機能
 データ管理機能
 公開基盤連携機能
 ⾮公開データ⻑期保存機能
 …
図書館員・URA
 メタデータ管理機能
 データ公開機能
 管理基盤連携機能
 DOI機能
 …
データ管理基盤 データ公開基盤
どちらがどのような機能を提供するのが実ワークフローに最適か？
海外の状況と日本の強み
 欧⽶の現状
 OSに関するポリシーの制定、DMPの普及
 必要な基盤の先⾏開発
 主要な分野でのケーススタディ
 ⽇本の強みは共通基盤の整備・普及⼒
 ⽇本の機関リポジトリの普及は世界でも注⽬
 各国で⽇本のような基盤整備への展開を模索
従来の個々のインフラ系のプロジェクトが乱⽴しており連携はこれから
⽇本より先⾏しているが広範な分野・研究者への普及はこれから
欧⽶で開発された基盤の活⽤ ＋ JAIRO Cloudの成功パターン
研究データ基盤の共通化により研究分野間の連携を⼀気に促進
次期デジタルリポジトリシステム
 国内
 オープンサイエンス
 海外

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機関リポジトリに関する最近の議論
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IRに関する議論が活発
 OAI-PMHのサービスプロバイダーが機能していない
 グリーンOAもセルフアーカイブも成功していない
 ゴールドOAを促進するシステムとなっているだけ
これに対して
 ⽇本の状況はどうか？
 何を考えるか？
機関リポジトリとは？
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 Clifford Lynch (2003)
 a set of services that a university offers to the members of its community 
for the management and dissemination of digital materials created by the 
institution and its community members
 JISC (2016)
 A repository is a set of services[1] that a research organisation[2] 
offers[3] to the members of its community[4] for the management and 
dissemination[5] of digital materials[6] created by its community members
 １〜６についてより詳細な定義（引⽤）を提供
 Herbert Van de Sompel (2016)
 もともとのリポジトリは、“…all kinds of digital materials created by an 
institutionʻs staff…” というものであったけど、時代の流れで“…formally 
published materials created by an institutionʼs staff…”という認識が強くなっ
てきている。さらに、…one of the major problems of many current IRs: 
they donʻt provide a service to their local community… というズレもはらん
でいる。
なぜ、いまNGRか？
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 現在のRepositoryの唯⼀の統⼀的機能：OAI-PMH
 背景
 Pre-Printを世の中に流通させたい → arXiv
 90年代のWebの技術をベースに考案
 動作
 メタデータの機械的な流通
 Pull動作によるアグリゲータからの収集
 ⽬的
 超分散型のリポジトリネットワークを、世界規模でネットワーク化された
学術情報流通基盤とするために、次世代型リポジトリの仕様を考える。
 ⽬標
 学術情報流通基盤のポテンシャルを引き出すために、オープン、分散管理、
統⼀的機能、リアルタイム伝達、集約によるイノベーション創出などを
キーワードに機能的特徴を表現
 寄与者、機関、助成機関、プロジェクトなどの識別
 検索、アクセス性、品質保証、コンテンツ流通、解析、発⽣源トレースなどのサポート
NGRのためのユーザーストーリ
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1. Discovering Metadata that Describes a Scholarly Resource
リポジトリのランディングページは⽂献情報（メタデータ）を提供するが、⽂献管理ツールや
クローラがランディングページからメタデータを⾃動的に取得する共通の⽅法はなく、ラン
ディングページからヒューリスティックにスクレイピングするしか⽅法がない。こうしたツー
ルやクローラに共通のフォーマットでメタデータを提供できる共通の⽅法を定める。
2. Discovering the Identifier of a Scholarly Resource
リポジトリにはコンテンツの永久識別⼦をHTTP URI形式で提供する。しかしながら、その
URIはアプリケーションのランディングページにリダイレクトされるために、ツールやクロー
ラは最終的なURIのみを認識してURIとして利⽤する。ツールやクローラにも永久識別⼦を理
解させるために、相互の関係を記述できる共通の⽅法を定める。
3. Recognizing the User
通常のブログのサイトには、著者にコメントを残す機能が備わっており、著者と読者が繋がる
コミュニケーションツールとして機能している。この機能がリポジトリに備われば、論⽂への
コメントやアノテーションを残したり、ピアレビューの機能としても活⽤できる。読者のユー
ザIDとしてはORCIDや、もしくは、GoogleやTwitter, FaceBookアカウントを活⽤することも
考えられる。これにより、学術的な相互作⽤がさらに加速する。
4. Discovering Usage Rights
リポジトリから提供されるコンテンツには、できるだけ制約の少ないライセンスが適⽤
されるべきであるが実情は異なる。⼈間にはロゴ等で容易に識別できるように提供され
るべきであるし、機械にはライセンスが記述されたURIへのリンクが提供されるべきで
ある。ライセンスとしては、CCが適⽤されるのが望ましい。
NGRのためのユーザーストーリ
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5. Data mining
データ解析者のニーズとしては、リポジトリ横断側の解析ができることが望まれる。解析⾃体
は、アグリゲータなどの第三者の基盤で実⾏されることが多いが、必要に応じて効率的にデー
タ（メタデータとコンテンツ）が集約でき、かつ、差分管理も含めて同期できるような機能が
必要とされる。
6. Supporting the Researchersʼ Workflows
研究者にとっては、オーサリングツールなどから論⽂投稿システムにワンクリックで投稿でき
る仕組みが望まれる。機関リポジトリや助成機関のリポジトリに登録する場合も同様である。
複数のサイトに登録された場合にも、相互に⾃動的にリンクが張られるような仕組みが必要と
なる。
7. Preservation
単に保存のための保存ではなく、研究成果がどのような派⽣的な成果に繋がっていったかを知
るために、現状を適切に保存していく。研究成果間の複雑な相関関係をグローバルにグラフ化
していく上でも重要である。
8. Commenting, Annotating, Peer-Review
リポジトリを単なる⼀⽅通⾏の情報発信サイトに留めることなく、学術コミュニケーションの
基盤として価値を向上させるためには、こうした研究者間のコミュニケーション機能を提供す
る必要がある。ただし、ピアレビューのような複雑な機能については、それをリポジトリ内で
実現するのか、あるいは別の第三者のサービスとして独⽴させるかについては検討の余地があ
る。
NGRのためのユーザーストーリ
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9. Metadata syncing/automated updating of records
現在のリポジトリはOAI-PMHによって、データプロバイダーとサービスプロバイダーの役割が分かれ
ている。これに対して、あるリポジトリが保持するコンテンツに関連ある他のリポジトリのコンテン
ツの登録や更新の情報を受け取れるようにする（あるいは提供できるようにする）。こうしたリポジ
トリ間の情報交換を、リアルタイムに実現できる仕様を定める。
10. Comparing usage of content in repositories
著者（コンテンツ登録者）の視点からは、⾃分の論⽂やデータのダウンロード数、アクセス数、引⽤
数が、他の研究者のものと⽐較し、⾃分の成果のインパクトを評価できる指標が欲しい。複数のリポ
ジトリにコンテンツを登録する場合には、それらを統合する仕組みも必要になる。リポジトリの運⽤
者には、リポジトリそのもののインパクトを評価できる指標が望まれている。
11. Content Recommendation
ユーザとしては、リポジトリを横断して、興味のある研究成果や研究者が検索できる仕組みを
望む。こうしたユーザをナビゲートできる、リコメンデーション機能は、機関リポジトリで⼗
分に開発されていない。これを実現するためにはリポジトリ間でログを共有する必要がある。
12. Social Layer for Repositories
関連する論⽂やコメントが登録されたりといった、変化がリポジトリ内に⽣じた場合に、リポ
ジトリ間でイベントを共有し、ユーザに情報提供することによって、リポジトリを軸とした
ソーシャルなサービスを実現する。これを実現するために、リアルタイムにイベント情報を
プッシュする仕組みを導⼊する。逆にそうしたイベントのアグリゲータ（あるいはハブ的な
サービス）から、リアルタイムに情報を収集する機構を実現し、サービスに活⽤する。
考えるべきこと
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 ⾃分たちが「これならできる」ではなく、機関リポジトリとして「本来こ
うあるべきだ」に⽴ち戻って改めて深く議論する必要がある。
 これならできる、だけでは現状から抜け出せない。→ 紀要リポジトリ
 しかし、IRによる紀要の収集は、⽇本の誇れるIRモデルであることも忘れてはい
けない。
⽇本のアドバンテージ
 ⽇本には既に700近くのIRがある。
 ⽇本にはjunii2とIRDBがある。
 ⽇本にはJAIRO Cloudがある。
 他国がNext Generation Repositoriesと⾔っても、なかなか対応できない。
 新しいデータ管理基盤というのも期待してもよい。
 本家のOSFは、SocArXiv, engRxiv, PsyArXivなど分野別プレプリントプラット
フォームの利⽤が推進されている。
再構成できる材料はそろっている
